　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東病棟チームカンファレンス記録
	A.O.M
	S.G.M

	
	


令和2年7月11日(土)　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：坂澤　花恋
	加藤
	澁谷
	中野
	滝田
	松舘
	坂澤
	柴田
	川守田
	澤田
	金井
	種市

	休
	〇
	〇
	○
	休
	〇
	深
	○
	休
	○
	〇

	畑中
	小沼
	大久保
	見上
	金谷
	土橋
	荒木田
	佐々木
	中村
	鶴飼
	

	　〇
	準
	準
	深
	休
	休
	深
	休
	準
	休
	


＜連絡事項＞
・特記事項無し。
＜入院・入室状況＞
・高橋　登様～東B2号室→西B29号室
＜患者様連絡事項＞
・大久保　貴之様～不穏・不眠時残無い為IFオーダー変更しロラゼパム(0.5)1T+リスペリドン内用液(2)1Pとなり5回分処方となる。
・高柳　和子様～レボトミン(50)1T　1×朝後、ハロペリドール(2)1T　1×夕後、ロキソプロフェン(60)3T　3×毎食後で3日分処方となる。
・竹谷　龍道様～昨日不穏となることあり、リスペリドン内用液(1)1P　1×夕後増薬となり、7日分処方となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～時間隔離中(20時～6時)。他患者様と一定の距離を保ちながら交流されており、他者トラブルはない。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。自室内で脱衣し全裸のままホールに飛び出し、他室侵入することがあり、予定より早く開放観察終了している、引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・袴田 将志様～時間隔離中(20時～6時)。多弁・談話心迫見られないものの、誇大妄想に関連した発言聞かれている。粗暴性はないが、眼光の鋭さは見られている。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・和田　昌様～自室内で大声を出し、スタッフに対しても暴言を吐く様子はあるものの、粗暴的行動は見られていない。情動不安定であり、躁状態は持続している。
・小笠原　久年様～自室内で過ごされており、幻聴・体感幻覚に関する訴えなく、叫び声を上げたり壁を叩いたりする様子はない。スタッフ対面時も穏やかである。
・中村　聡様～被害妄想的訴えなく、日課を行い過ごされている。対面時も穏やかである。
・飯岡　未来様～朝、昼と食事摂取せず。指示の点滴実施している。「助けてください」とは言ってくるが、声掛けしてもそれのみ繰り返している。
・木村　格治様～スタッフに対し高圧的態度見られるが、同時にスタッフに依存的な様子である。腹部不快感等の腹部症状の訴えはない。
・下野　和生様～時折来詰し、まとまりのないことを話している。不穏さや危険行為はない。
・橘 フサ様～車いすで過ごし、脱衣行為見られている為都度介入している。他者への迷惑行為はない。
・飯岡　裕子～バイタルサイン異常無し。「具合悪いです」と訴えあるが頓服の使用は無い。コールやや頻回に聞かれオムツ交換要求聞かれている。
＜措置入院患者様情報＞
・藤井　崇史様～他者とのトラブル等はなくすごしている。特定スタッフに対する妄想的な発言は続いて聞かれている。自分の剃刀を他者に使われているという訂正不能な妄想の訴え、過去の隔離処遇を思い出したりし、都度頓服薬を使用している。
・村山　吾朗様～妄想発言や易怒性なく対面時穏やか。問題行動無い為早期に措置解除進めていく。
